
1 水 京滋サロン 14:00 都ホテル
京都八条１Ｆ「カフェ＆バー・ロンド」

7 火 シニアゴルフ 10:00 淀川GC
8 水 川西・池田サロン 14:00 TEA COSY（ティーコージ）

9 木 大阪北サロン 13:00 がんこ「梅田本店」
会費（食事代）　2,000円

9 木 姫路サロン 13:00 さかな酒場「魚星」
9 木 三ノ宮・西宮サロン 14:00 カフェサンタマリア三ノ宮店
10 金 理事会 13:30 ＪＴＢ会議室（ＪＴＢビル13階No．A）
13 月 北近畿サロン 12:00 兵庫県朝来市　「喜古里」

14 火 阪和サロン 13:00 「がんこ桃谷店」
会費（食事代）　2,000円

14 火 三重サロン 11:30 和食さと松阪店
15 水 将棋クラブ 13:00 ＪＴＢビル3階ＢＯＢ室　　
16 木 ゴルフクラブ 8:30 大津カントリークラブ西コース
17 金 ビッグエコークラブ 12:30 ジャンカラ梅田芝田町店

17 金 ハイキングクラブ 10:00 「甘南備山」
JR学研都市線「京田辺駅」改札集合

18 土 麻雀クラブ 12:30 大和クラブ（大阪駅前第一ビルB1）
21 火 奈良サロン 14:30 春日ホテル

28 火 令和るるぶ会 9:40 「楽しむ！絵手紙」
ＪＲ神戸駅中央改札口集合

29 水 第4回梅田スクエア 10:00
～ 梅田備後屋ビル6階第１会議室  集合

4 火 シニアゴルフ 10:00 淀川GC

5 水 京滋サロン 14:00 都ホテル
京都八条１Ｆ「カフェ＆バー・ロンド」

6 木 三ノ宮・西宮サロン 14:00 カフェサンタマリア三ノ宮店

7 金 大阪北サロン 13:00 がんこ「梅田本店」
会費（食事代）2,000円

11 火 阪和サロン 13:00 「がんこ桃谷店」
会費（食事代）　2,000円

12 水 川西・池田サロン 14:00 TEA COSY(ティーコージ）

12 水 ゴルフクラブ 9:00 中国四国対抗戦「作州武蔵CC」

13 木 姫路サロン 13:00 さかな酒場「魚星」

14 金 理事会 13:30 ＪＴＢ会議室（ＪＴＢビル13階No．A）

15 土 麻雀クラブ 12:30 大和クラブ（大阪駅前第一ビルB1）

17 月 パソコンクラブ 10:00 総会後懇親会（JTBビル3階）

18 火 奈良サロン 14:30 春日ホテル

19 水 三重サロン（総会） 開催場所未定

19 水 将棋クラブ 13:00 ＪＴＢビル3階ＢＯＢ室　　

21 金 ハイキングクラブ 10:00 「神戸森林植物園」
JR神戸線「神戸駅」中央改札口

21 金 ビッグエコークラブ 12:30 ジャンカラ梅田芝田町店
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西
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部
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■
Ｊ
Ｔ
Ｂ
人
事
チ
ー
ム
関
口
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

よ
り
Ｊ
Ｔ
Ｂ
の
近
況
報
告
を
頂
き
ま
し
た
。

概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

〇
営
業
数
値

　
２
０
２
３
年
度
は
Ｂ
Ｐ
Ｏ
事
業
を
中
心

に
好
調
、
か
つ
経
費
削
減
効
果
に
よ
り

経
常
利
益
は
大
幅
ク
リ
ア
。
２
０
２
４

年
度
も
法
人
営
業
は
順
調
に
推
移
。
店

頭
営
業
は
、
国
内
が
２
０
１
９
年
対
比

を
上
回
る
も
の
の
海
外
は
40
％
と
苦
戦
。

　
〇
新
卒
採
用

　
２
０
２
４
年
度
は
全
社
で
約
３
０
０
名

強
を
採
用
。
そ
の
う
ち
関
西
に
は
約
50

名
強
の
配
属
が
決
定
。

　
２
０
２
５
年
度
も
Ｊ
Ｔ
Ｂ
人
気
は
回
復
。

今
後
２
０
２
８
年
度
ま
で
は
４
０
０
名

ほ
ど
の
継
続
採
用
を
目
標
と
す
る
。

■
議
題

１
．
会
務
全
般
（
大
田
支
部
長
）

　
支
部
会
員
総
会
に
向
け
て
議
案
等
の
検

討
・
議
論
を
お
願
い
し
た
い
。

①
支
部
会
計
予
算
に
つ
い
て

会
員
数
減
（
２
０
２
３
年
度
末
７
４
６

名
、
前
期
末
比
31
名
減
）
と
、
経
費
増

が
想
定
さ
れ
る
中
、
支
出
の
抑
制
・
削

減
を
基
本
と
し
た
い
。

②
支
部
規
約
改
定
に
つ
い
て

２
．
絵
手
紙
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て

　
講
師
の
引
退
と
参
加
者
の
高
齢
化
に
よ

り
「
絵
手
紙
ク
ラ
ブ
」
を
発
展
的
に
解

消
し
、
今
後
は
「
令
和
る
る
ぶ
会
」
内

に
て
「
楽
し
む
絵
手
紙
（
男
性
参
加

可
）」と
し
て
年
３
〜
４
回
程
度
の
開

催
を
行
う
。

３
．
２
０
２
４
年
度
支
部
総
会
・
懇
親
会
に

つ
い
て

①
総
会
議
案
書
の
作
成
と
記
載
内
容
の
検

討
・
確
認

②
ク
ラ
ブ
・
サ
ロ
ン
活
動
助
成
金
に
つ
い

て
、
２
０
２
４
年
度
の
方
向
性
を
検
討

③
総
会
・
懇
親
会
の
参
加
費
を
協
議
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会
場
費
・
飲
食
費
の
値
上
が
り
に
会
費

の
値
上
げ
も
や
む
を
得
な
い
と
判
断

④
準
備
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
確
認

⑤
Ｗ
Ｅ
Ｂ
受
付
フ
ォ
ー
ム
の
確
認

４
．
お
客
様
紹
介
運
動
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

　
２
０
２
３
年
度
３
月
実
績
・
累
計
実
績

の
報
告
と
確
認
。
ナ
イ
ス
ギ
フ
ト
部
門

が
特
に
苦
戦
し
て
い
る
。

５
．
グ
ル
ー
プ
会
社
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ
各
事
業
部
・

支
店
へ
の
訪
問
つ
い
て

　
２
０
２
４
年
度
も
実
施
す
る
こ
と
と
し
、

各
訪
問
先
の
担
当
者
を
決
定

６
．
各
地
区
サ
ロ
ン
・
ク
ラ
ブ
活
動
報
告
に

つ
い
て

７
．
会
員
の
現
況
（
異
動
状
況
）
に
つ
い
て

　
会
員
異
動
報
告
（
３
月
末
現
在
）

　
新
規
会
員
　
０
名

　
物
故
会
員
　
１
名

　
退
　
　
会
　
９
名

　
会
員
合
計
　
７
４
６
名
　
内
名
誉
会
員

１
名
（
男
性
会
員
５
９
９
名
、
女
性
会

員
１
４
７
名
）

８
．
そ
の
他

・
探
昔
会
の
候
補
地
に
つ
い
て
検
討

・
第
３
回
梅
田
ス
ク
エ
ア
の
開
催
結
果
に

つ
い
て
報
告

・
第
４
回
梅
田
ス
ク
エ
ア
の
開
催
に
つ
い
て

５
月
29
日
（
水
）
梅
田
で
フ
リ
ー
サ
ロ

ン
の
開
催
を
決
定

2024年5月行事カレンダー 行事カレンダー2024年6月

ハイキングクラブ のご案内
大阪・京都・奈良の三府県境近くの甘南備
山は、神が降臨する場として古くから信仰
の山として親しまれてきました。
今は遊歩道も整備され地元の人に気軽に登られています。
一休寺はアニメで有名な一休さんの寺として有名な古刹です。

◆日　時：5月17日（金）
＊前日17時の気象庁発表の京都南部（075-177）午前6時～12時の降水

確率が50％以上の時は中止とします。
◆集　合：JR学園都市線「京田辺」駅  10時   ＊JR京橋駅から快速約40分
◆コース：京田辺駅 …… 登山口 …… 雨乞いの小道 …… 甘南備山 …… 

　　　　　… 展望台 …… 登山口 …… 一休寺 …… 京田辺駅 14:30頃解散

◆距　離：約８㎞　標高差：約200ｍ
◆持ちもの：ウォーキングシューズ、リュック、弁当、飲み物、雨具は必須
◆連絡先：石田　玄三　090-8935-5786   genzo_ishida1@yahoo.co.jp

　月
定
例
理
事
会
4/12

4

梅田スクエア フリーサロンを開催梅田スクエア フリーサロンを開催梅田スクエア フリーサロンを開催第４回

30ｍ　10:15　　　　　　　　　　　　　　　　　       ▲202ｍ

関
西
支
部
会
員
総
会
・
懇
親
会
の
ご
案
内

　
２
０
２
４
年
度
関
西
支
部
会
員
総
会
・
懇
親
会
を
左
記
に
よ
り
開
催
し
ま
す
。

皆
様
、
お
誘
い
あ
わ
せ
の
う
え
多
数
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
ご
案

内
い
た
し
ま
す
。

　日

時
＊
2
0
2
４
年
7
月
11
日
（
木
）
11
時
（
受
付
10
時
30
分
よ
り
）

　会

場
＊
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
大
阪
　
20
階
　
孔
雀
の
間
・
鳳
凰
の
間

　会

費
＊
８
，０
０
０
円
（
当
日
徴
収
い
た
し
ま
す
）

※「
総
会
案
内
及
び
議
案
書
」と
返
信
用
葉
書（
表
決
権
行
使
書
）は

　
支
部
だ
よ
り
6
月
号
に
同
封
い
た
し
ま
す
。

２
０
２
４
年
度

B
O
B
会◆日　　時：５月29日(水)

10：00～17：00                  　 17：00～　
◆場　　所： 備後屋ビル６階第１会議室

阪急梅田駅至近、がんこ梅田本店横、目印1階にダイコクドラッグ
北新地　割烹（お申込の方に詳細案内）

◆参 加 費： ５００円
北新地割烹料理代５,０００円  　要事前予約

◆申込方法：申込フォーム「ＱＲコード」又は　サロン・クラブ担当理事まで

小林 正昭②、原 武男、奥村 洋一、西川 治雄、
山﨑 陽子、佐々野 真一、院田 啓子

旅行関係

島崎 信昭③、森本 芳男、野口 太、花田 康枝

ギフト

（順不同・敬称略）

２０２４年度も引続きよろしくお願い申し上げます。
記載漏れ等については、販売店にお問い合わせください。

ご紹介・ご購入頂き有難うございます。

お客様紹介運動実績お客様紹介運動実績 3
24年

月分

本拠地　梅田での初開催

フリーサロン

フリーサロン

フリーサロン

懇 親 会

懇 親 会

懇 親 会

再開発が進み、変貌著しい「梅田」。JTB支社・営本、関係会社発祥の地、
懐かしい「梅田」で一日楽しみましょう！お気軽にご参加下さい !!

＊スマホ・ＰＣ操作の何でも相談（事前集約）
＊ＪＴＢへの何でも相談（事前集約）
＊梅田探索ショートトリップ（希望時間・行き先を事前集約）

 予定案内コース
　午前中）梅田北西エリア：阪急三番街～グランフロント～

ＪＲ大阪駅地下ホーム～空中庭園スカイビル　
　午　後）西梅田エリア：ＪＰタワー大阪（旧大弘ビル跡地開発）

サンケイビルブリーゼタワー等

＊手作り作品の展示等、その他アイデア募集！

会場出入り自由です。
コーヒー・紅茶・抹茶等の
飲み物提供あり。
飲食物の持ち込みもＯＫ。
荷物も預かります。
ＢＯＢ会員同伴のご家族・
知人・友人の方もＯＫ。

フリーサロンについて
提
供
予
定
プ
ロ
グ
ラ
ム

２
月
１
日
付
Ｊ
Ｔ
Ｂ
の
人
事
異
動
に
よ
り
、

左
記
の
通
り
支
部
幹
事
を
委
嘱
い
た
し
ま

し
た
。

や
が
て
急
な
登
り
を
迎
え
る
。

途
中
宝
池
寺
の
周
り
を
散
策
。
少
し
進
む

と
標
高
５
０
９
ｍ
の
竜
王
山
頂
に
到
着
。
展

望
台
か
ら
の
広
大
な
大
阪
平
野
を
眺
め
な
が

ら
お
弁
当
を
ひ
ろ
げ
る
。
下
り
は
忍
頂
寺
に

立
ち
寄
り
予
定
の
バ
ス
停
ま
で
か
な
り
早
め

の
到
着
と
な
る
。

最
後
は
阪
急
茨
木
駅
で
恒
例
の
反
省
会
で

解
散
と
な
る
。

参
加
者
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

木
戸

治
、
湯
川
達
千
、
堀

清
、

山
本
雅
章
、
高
畑
直
樹
、
石
田
玄
三

レディース会 令和るるぶ会「楽しむ！絵手紙」

＊
３
月
29
日
（
金
）

11
名

「
Ｊ
Ｒ
福
知
山
線
廃
線
跡
」

参
加
者
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

今
枝
秀
夫
、
松
阪

誠
、
高
畑
直
樹
、

前
田
雅
裕
、
山
本
三
徳
、
西
山
光
久
、

藤
田
正
孝
夫
妻
、
三
好

睦
、

高
島
勇
夫
、
田
中
陸
斗
、
石
田
玄
三

＊
４
月
19
日
（
金
）

６
名

「
茨
木
竜
王
山
」

今
年
の
干
支
に
ち
な
ん
で
茨
木
に
そ
び
え

る
竜
王
山
に
登
り
ま
し
た
。

茨
木
駅
か
ら
泉
原
バ
ス
停
ま
で
向
う
。
快

晴
。
昨
日
の
黄
砂
は
減
少
し
、
ま
さ
に
ハ
イ

キ
ン
グ
日
和
。
し
ば
ら
く
は
東
海
自
然
歩
道

を
の
ん
び
り
と
田
舎
の
田
畑
の
中
を
進
む
。

今年３月まで毎月JTBビル３階で開催していました「絵手紙
クラブ」は、令和るるぶ会の中で形を変えて活動を続けます。
３～４カ月毎に開催場所を変えながら開催します。男性もご
参加いただけます。

ハ
イ
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ

5月

第1回

日　　時♥5月28日（火）　10～12時
場　　所♥「神戸婦人大学」　神戸市中央区橘通３－４－１　

「ホテル・クラウンパレス神戸」ランチブッフェ
集合時間♥９時４０分　J R神戸駅中央改札口
参 加 費♥３,０００円（ランチ・会場費含む）
申 込 先♥花田 090-1224-5775・島崎 090-8257-5869
　　　　　釆野 090-5968-9874

の
ご
案
内

㈱
Ｊ
Ｔ
Ｂ
人
事
部

　
人
事
担
当
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

　
　
　
　
　
（
関
西
統
括
大
阪
在
）

関
口
智
明
殿

◆
新
規
入
会
（
敬
称
略
）

安
川
淑
子
さ
ん

大
阪
府
豊
中
市

徳
山

秀
三
さ
ん

享
年
86

令
和
６
年
４
月
15
日

ご
逝
去

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

合

掌

訃

報

甘南備山
かん な び やま



　
４
月
３
日
（
水
）
　
14
名

　
終
日
雨
の
日
に
も
関
わ
ら
ず
、
14
名
の
参

加
で
し
た
。
先
ず
、
昨
年
の
忘
年
懇
親
会
で

乾
杯
に
登
壇
頂
い
た
山
口
正
男
さ
ん
へ
黙
祷

を
捧
げ
ま
し
た
。

　
減
少
気
味
の
会
員
数
の
報
告
と
、「
入
会

金
初
回
無
料
」
案
内
に
よ
る
一
人
で
も
多
く

の
新
入
会
員
誘
致
と
、
万
博
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

募
集
中
に
つ
き
ご
参
加
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

　
京
都
駅
前
店
の
尾
崎
店
長
か
ら
は
、
最
新

店
頭
情
報
と
、
数
値
が
な
か
な
か
伸
び
な
い

中
で
の
取
組
み
と
し
て
、
観
光
客
へ
の
市
内

の
神
社
仏
閣
で
の
参
拝
証
明
「
御
黒
印
」
の

販
売
（
Ｊ
Ｔ
Ｂ
京
都
支
店
扱
）
等
お
話
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
は
テ
ー
ブ
ル
毎
の

談
笑
と
な
り
ま
し
た
。

参
加
者
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

ゲ
ス
ト 

Ｊ
Ｔ
Ｂ
京
都
駅
前
店 

尾
崎
店
長

岡
本 

進
二
、
楠 

　
和
男
、
河
野 

好
男
、

田
中 

武
司
、
中
川 

幹
太
、
別
所
　 

峻
、

松
下 

正
夫
、
村
上 

常
明
、
石
川 

寿
夫
、

横
田 

一
之
、
辰
巳 

勝
彦
、
今
枝 

秀
夫
、

大
川 

雅
弘
、
釆
野 

久
美
子

　
４
月
10
日
（
水
）
　
16
名

　
春
の
歴
史
散
歩
「
尼
崎
寺
町
と
尼
崎
城
」

　
気
持
ち
の
い
い
青
空
が
広
が
る
中
、
今
春

は
兵
庫
県
の
尼
崎
市
界
隈
の
歴
史
を
学
び
ま

し
た
。

　
地
元
観
光
ガ
イ
ド
さ
ん
の
ご
案
内
で
、
阪

神
尼
崎
駅
よ
り
、
江
戸
時
代
城
下
町
の
風
情

を
伝
え
る
寺
町
、
尼
崎
藩
主
に
関
す
る
資
料

や
世
界
70
ヵ
国
の
コ
イ
ン
を
展
示
す
る
尼
信

会
館
、
そ
し
て
今
回
目
玉
の
尼
崎
城
を
訪
れ

ま
し
た
。
大
坂
夏
の
陣
後
、
江
戸
幕
府
が
西

国
支
配
の
拠
点
、
西
の
守
り
役
と
し
た
お
城

や
町
並
み
の
佇
ま
い
を
感
じ
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。

　
そ
の
足
で
「
す
し
半
」
に
て
ラ
ン
チ
、
希

望
者
の
み
２
次
会
３
次
会…

へ
と
続
く
。
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京
滋
サ
ロ
ン

川
西
・
池
田
サ
ロ
ン

　
阪
神
尼
崎
と
い
う
と
阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス
、

賑
や
か
な
商
店
街
を
身
近
に
感
じ
ま
す
が
、

歴
史
を
た
ど
っ
て
歩
け
ば
、
魅
力
が
詰
ま
っ

た
町
を
再
発
見
出
来
る
一
日
で
し
た
。

参
加
者
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

辰
己 

克
之
、
長
野 

隆
次
、
西
山 

光
久
、

伊
勢 

幹
男
、
林 

　
則
夫
、
波
多
野 

順
子
、

前
田 

雅
裕
、
湯
川 

達
千
、
掘
　
　 

清
、

藤
枝
　 

勇
、
河
井 

宏
之
、
三
好 

睦
夫
妻
、

藤
田 

正
孝
夫
妻
、
石
田 

玄
三
、

成
田 

　
勉
、
太
田 

玲
子

　
４
月
５
日
（
金
）
　
23
名

　
大
阪
北
サ
ロ
ン
の
第
一
回
目
の
例
会
で
し

た
。

　
初
回
だ
っ
た
の
で
大
田
支
部
長
や
理
事
の

皆
様
が
参
加
し
て
下
さ
っ
た
。
加
え
て
他
の

サ
ロ
ン
の
方
や
久
し
ぶ
り
に
顔
を
見
せ
て
頂

い
た
方
、
そ
し
て
Ｂ
Ｏ
Ｂ
入
会
手
続
き
中
の

方
等
が
、
集
っ
て
頂
い
た
。

　
会
場
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
『
何
十
年
ぶ
り

や
な
ぁ
』
と
い
っ
た
声
も
飛
び
交
っ
て
い
ま

し
た
。
例
会
場
を
梅
田
に
変
更
し
た
事
で
、

更
に
多
く
の
方
に
顔
を
出
し
て
も
ら
え
れ
ば

嬉
し
い
か
ぎ
り
で
す
。
参
加
し
て
み
よ
う
か

と
思
っ
た
ら
左
記
ま
で
。

＊
花
田
康
江 

０
９
０
・
１
２
２
４
・
５
７
７
５

＊
正
木
　
博 

０
９
０
・
１
０
２
４
・
１
４
１
６

参
加
者
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

ゲ
ス
ト 

Ｊ
Ｔ
Ｂ
ト
ラ
ベ
ル
ゲ
ー
ト
大
阪
梅
田 

　
　
　 

谷
口
久
美
子
店
長

石
井
　 

満
、
今
枝 

秀
夫
、
大
谷 

和
正
、

塩
見 

勝
弥
、
清
水 

輝
幸
、
大
田 

文
明
、

玉
邑
　 

悟
、
寺
田 

正
幸
、
富
澤 

正
和
、

中
市 

嘉
一
、
中
原 

里
子
、
西
川 

治
雄
、

野
口
　 

太
、
藤
本
　 

朗
、
堀
　
　 

清
、

三
好
　 

睦
、
望
月 

紀
男
、
百
地 

俊
一
、

安
川 

淑
子
、
矢
野 

晶
一
郎
、
渡
辺 

恵
子
、

花
田 

康
枝
、
正
木
　 

博

　
４
月
９
日
（
火
）
　
25
名
　
　

　「
が
ん
こ
桃
谷
店
」
に
て

　
前
日
の
暖
か
さ
か
ら
一
挙
に
気
温
が
６
度

も
低
く
な
る
中
、
冒
頭
、
先
月
お
亡
く
な
り

に
な
っ
た
山
口
正
男
さ
ん
へ
黙
祷
を
捧
げ
ま

し
た
。

　
そ
の
後
、
初
参
加
の
戎
野
陽
子
さ
ん
よ
り
、     

自
己
紹
介
と
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
続
い
て
Ｊ
Ｔ
Ｂ
天
王
寺
店
の
岡
武
店
長
よ

り
近
況
報
告
と
案
内
が
あ
り
ま
し
た
。

　
今
年
度
の
入
社
式
は
渋
谷
の
ヒ
カ
リ
エ
で

開
催
さ
れ
、
グ
ル
ー
プ
会
社
16
社
で
４
０
８

名
の
新
入
社
員
で
し
た
。
そ
の
内
大
阪
南
エ

リ
ア
へ
の
配
属
は
３
名
と
の
こ
と
で
す
。

　
ま
た
万
博
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
申
込
が
ま

だ
ま
だ
少
な
い
と
の
事
と
、
入
場
券
の
販
売

に
つ
い
て
は
宿
泊
を
伴
う
申
し
込
み
で
あ
れ

ば
可
能
で
４
月
下
旬
か
ら
販
売
開
始
予
定
と

の
お
話
を
頂
き
ま
し
た
。

 
そ
の
後
各
テ
ー
ブ
ル
で
楽
し
く
歓
談
し
、

散
会
と
な
り
ま
し
た
。

参
加
者
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

ゲ
ス
ト 

Ｊ
Ｔ
Ｂ
天
王
寺
店 

岡
武
店
長

麻
野 

知
津
子
、
乾 
　
繁
志
、
阿
部 

哲
治
、

安
達 

敏
和
、
井
須 
　
淳
、
戎
野 

陽
子
、

杉
本 

　
茂
、
寺
田 

孝
行
、
土
居 

欽
爾
、

中
原 

里
子
、
狭
間 

正
勝
、
浜
川 
李
延
、

細
見 

武
正
、
宮
下 

和
民
、
望
月 
紀
男
、

森
口 

忠
行
、
安
田 

能
成
、
渡
辺 
武
英
、

大
田 

文
明
、
秋
山 

元
文
、
島
崎 

信
昭
、

渡
辺 

恵
子
、
塚
本 

文
治
郎
、
藤
本 

　
朗
、

山
根 

富
重

　
４
月
５
日
（
金
）
　
10
名

　
新
年
度
に
入
り
始
め
て
の
金
曜
日
開
催
で

大
阪
北
サ
ロ
ン

阪
和
サ
ロ
ン

す
。

　
始
め
に
４
月
の
人
事
異
動
で
来
ら
れ
た
ト

ラ
ベ
ル
ゲ
ー
ト
三
ノ
宮
店
の
山
崎
店
長
よ
り

着
任
の
ご
挨
拶
。
そ
の
後
福
井
部
長
よ
り
、

取
引
会
社
と
の
コ
ラ
ボ
に
よ
る
女
性
用
鞄
を

店
頭
販
売
し
て
い
る
と
の
お
話
や
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ

の
業
績
説
明
等
を
頂
き
、
海
外
旅
行
の
状
況

や
店
舗
の
事
な
ど
、
皆
さ
ん
で
会
話
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
松
下
さ
ん
か
ら
は
、
神
戸
観
光
の

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
中
で
、
神
戸
市
内
に
は
キ

リ
ス
ト
教
以
外
に
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
、
イ
ス
ラ
ム
、

ユ
ダ
ヤ
、
ジ
ャ
イ
ナ
等
、
多
文
化
宗
教
の
教

会
が
あ
り
、
歩
い
て
廻
れ
る
と
、
ご
紹
介
頂

き
ま
し
た
。
こ
ん
な
街
は
、
他
に
な
い
よ
う

で
す
よ
。

参
加
者
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

ゲ
ス
ト 

Ｊ
Ｔ
Ｂ
神
戸
支
店 

福
井
部
長

Ｊ
Ｔ
Ｂ
ト
ラ
ベ
ル
ゲ
ー
ト
三
ノ
宮
店 

山
崎
店
長

井
田
　 

忠
、
小
久
江 

真
理
子
、

高
田
　 

肇
、
西 

　
嘉
信
、
西
尾 

　
武
、

林
　 

利
夫
、
堀 

　
輝
夫
、
松
下 

孝
治
、

山
田 

順
彦
、
山
﨑 

陽
子

《
訂
正
》

　
来
月
よ
り
、
お
店
の
都
合
に
よ
り
、
開
催

曜
日
は
元
の
木
曜
日
に
戻
し
ま
す
。

　
４
月
11
日
（
木
）
　
11
名

　
例
年
な
ら
と
っ
く
に
葉
桜
と
な
っ
て
い
る

時
期
で
す
が
、
ま
だ
ま
だ
近
辺
で
花
見
が
で

き
る
状
況
の
中
、
新
規
オ
ー
プ
ン
し
た
、
さ

か
な
酒
場
「
魚
星
」
に
て
開
催
。
ト
ラ
ベ
ル

ゲ
ー
ト
三
ノ
宮
か
ら
２
年
数
か
月
ぶ
り
に
姫

路
支
店
に
戻
っ
て
こ
ら
れ
た
村
上
裕
子
業
務

課
長
を
お
迎
え
し
、
総
勢
12
名
で
賑
や
か
に

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
ま
ず
12
月
か
ら
病
気
療
養
中
で
久
し
ぶ
り

に
参
加
の
会
員
の
元
気
な
姿
に
一
同
安
心
。

只
、
食
事
の
値
段
が
こ
れ
ま
で
の
居
酒
屋
よ

り
も
相
対
的
に
上
昇
し
て
お
り
、
値
上
げ
も

や
む
な
し
の
声
や
高
す
ぎ
る
と
の
声
な
ど
が

飛
び
交
い
ま
し
た
。

　
ま
た
マ
イ
ナ
ビ
日
経
の
大
学
生
人
気
企
業

ラ
ン
キ
ン
グ
で
Ｊ
Ｔ
Ｂ
グ
ル
ー
プ
が
10
位
以

三
ノ
宮
・
西
宮
サ
ロ
ン

内
に
入
っ
た
こ
と
も
話
題
に
な
り
、
昔
の
人

気
№
１
の
時
代
に
思
い
を
馳
せ
ま
し
た
。

　
そ
の
他
い
つ
も
の
健
康
談
義
、
姫
路
市
が

高
齢
者
に
発
行
す
る
無
料
パ
ス
の
話
題
、
加

古
川
ヤ
マ
ト
ヤ
シ
キ
の
地
下
に
で
き
た
ロ
ピ

ア
の
賑
わ
い
な
ど
、
話
題
に
事
欠
か
ず
お
開

き
と
な
り
ま
し
た
。

参
加
者
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

ゲ
ス
ト 

Ｊ
Ｔ
Ｂ
姫
路
支
店 

村
上
業
務
課
長

大
塚 

一
実
、
川
島 

茂
樹
、
河
野 

常
義
、

駒
井 

信
行
、
内
藤 

和
夫
、
中
山 

正
昭
、

西
嶋 

一
郎
、
平
岡 

耕
二
、
前
川 

睦
美
、

横
谷
　 

勝
、
奥
村 

洋
一

　
４
月
９
日
（
火
）
　
８
名

今
回
の
話
題

①
旅
行
で
白
浜
温
泉
に
行
く
予
定
で
す
が
、

旅
館
の
推
薦
は
？

②
詐
欺
電
話
の
話
題

③
大
阪
万
博
は
、
前
回
の
よ
う
な
、
団
体
旅

行
は
無
い
か
な
？

④
時
事
ニ
ュ
ー
ス
の
話
題
　
タ
ン
カ
ー
の
衝

突
の
こ
と

⑤
三
重
サ
ロ
ン
総
会
の
件

　
６
月
19
日
（
水
）
松
阪
に
て
。

　
場
所
は
、
後
日
発
表
予
定
。

参
加
者
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

島
村
　 

淳
、
小
川 

一
巳
、
中
北 

安
司
夫
、

加
藤 

貫
治
、
上
之
郷 

陽
一
、

小
海
途 

清
、
神
部 

　
彰
、
前
川 

輝
昭

　
４
月
16
日
（
火
）
　
27
名

　「
和
風
れ
す
と
ら
ん
春
日
」
に
て

　
曇
り
空
で
蒸
し
暑
い
中
で
し
た
。

　
４
月
理
事
会
報
告
後
の
話
題
は
、

・
７
月
11
日
総
会
の
出
席
依
頼
＆
忘
年
会
を

含
め
、
会
費
が
８
千
円
と
な
る
旨
の
連
絡

・
４
月
11
日
の
奈
良
歴
史
散
歩
参
加
の
お

礼
・
大
阪
北
サ
ロ
ン
の
案
内
と
梅
田
ス
ク

エ
ア
の
チ
ラ
シ
を
配
布
し
参
加
の
要
請

　
荻
本
さ
ん
の
乾
杯
で
始
ま
っ
た
食
事
会
は

約
１
時
間
半
続
き
、
来
月
の
サ
ロ
ン
で
の
再

会
を
約
束
し
て
お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。

参
加
者
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

姫
路
サ
ロ
ン

三
重
サ
ロ
ン

ゲ
ス
ト 

Ｊ
Ｔ
Ｂ
奈
良
支
店 

遠
矢
業
務
課
長

入
江 

輝
吉
、
岩
穴
口 

一
夫
、
大
谷 

和
正
、

荻
本 

謙
二
、
奥
田 

晃
祥
、
金
居 

雅
信
、

川
上 

　
裕
、
喜
多 

孝
治
、
子
谷 

文
夫
、

斉
藤 

行
彦
、
下
仲 

寿
男
、
高
島 

勇
夫
、

辰
己 

龍
一
、
西
浦 

良
直
、
菱
田 

　
務
、

東
川 

順
治
、
平
松 

秀
夫
、
福
田 

　
良
、

松
原 

茂
男
、
松
本 

宗
能
、

松
森 

和
樹
、
巳
波 

一
禧
、

村
田 

嘉
徳
、
由
井 

昭
二
、

杉
本 

　
彰
、
鈴
木 

正
男
、

辰
巳 

和
秀

　
４
月
11
日
（
木
）
　
11
名

　「
畝
傍
山
山
麓
と
今
井
町
歴
史
散
歩
」

　
桜
が
散
り
始
め
る
頃
、
ま
ず
ま
ず
の
天
候

に
恵
ま
れ
ま
し
た
。

　
橿
原
神
宮
前
駅
に
集
合
、
ま
ず
は
す
ぐ
近

く
の
久
米
寺
へ…

…

。
仙
人
の
愉
快
な
話
で

有
名
で
す
が
、
眼
病
に
ご
利
益
の
あ
る
お
寺

で
も
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
す
ぐ
北
側
に
は
、
広
大
な
橿
原
森
林

遊
苑
が
橿
原
神
宮
を
中
心
に
広
が
り
ま
す
。

　
畝
傍
山
の
東
山
麓
の
若
桜
友
苑
に
は
、
太

平
洋
戦
争
末
期
、
エ
ン
ガ
ノ
岬
で
沈
没
し
た

航
空
母
艦
「
瑞
鶴
」
の
慰
霊
碑
が
祀
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
北
東
山
麓
は
、
今
年
３
月
27
日
に
愛
子
内

親
王
が
参
拝
さ
れ
た
神
武
天
皇
陵
が
静
か
に

佇
む
。
今
井
町
は
戦
国
時
代
末
期
、
寺
内
町

と
し
て
発
展
し
、「
海
の
堺
、
陸
の
今
井
」

「
大
和
の
金
は
、
今
井
に
７
分
」
と
言
わ
れ

る
程
の
経
済
力
が
あ
り
多
く
の
商
人
に
よ
っ

て
繁
栄
し
ま
し
た
。

　
平
成
５
年
に
「
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保

存
地
区
」
の
指
定
を
受
け
、
多
数
の
文
化
財

が
守
ら
れ
、
伝
統
を
今
に
伝
え
て
い
ま
す
。

大
和
八
木
駅
に
向
か
う
途
中
、
蘇
我
入
鹿
を

祀
る
「
入
鹿
神
社
」
や
飛
鳥
川
の
両
岸
に
散

る
「
花
筏
」
を
楽
し
み
な
が
ら
散
会
。

参
加
者
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

杉
本 

　
彰
、
辰
巳 

和
秀
、
辰
己 

龍
一
、

大
谷 

和
正
、
巳
波 

一
禧
、
岩
穴
口 

一
夫
、

菱
田 

　
務
、
平
松 

秀
夫
、
松
森 

和
樹

奈
良
サ
ロ
ン

　
３
月
27
日
（
水
）
　
13
名

　
桜
の
開
花
に
は
少
し
早
か
っ
た
で
す
が
、

幸
運
に
も
晴
天
に
恵
ま
れ
、
13
名
が
集
い
ま

し
た
。
今
回
は
、
大
河
ド
ラ
マ
が
ス
タ
ー
ト

し
た
こ
と
も
あ
り
、
源
氏
物
語
の
作
者
紫
式

部
ゆ
か
り
の
地
、
京
都
の
宇
治
を
歩
い
て
廻

り
ま
し
た
。

　
宇
治
橋
の
袂
に
あ
る
紫
式
部
像
よ
り
、
宇

治
川
沿
い
を
歩
き
、
市
営
の
お
茶
室
対
鳳
庵

で
、
裏
千
家
の
お
作
法
に
て
、
お
抹
茶
と
桜

の
和
菓
子
で
し
ば
し
和
み
ま
し
た
。

　
そ
し
て
世
界
遺
産
の
平
等
院
へ
。
大
勢
の

観
光
客
で
、
入
口
は
長
い
行
列
が
出
来
て
い

ま
し
た
。
こ
こ
か
ら
、
宇
治
市
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
ガ
イ
ド
２
名
の
興
味
深
い
説
明
を
聞
き

な
が
ら
、
平
安
時
代
の
藤
原
一
族
の
栄
華
の

名
残
を
感
じ
さ
せ
る
、
美
し
い
寺
院
や
庭
園

を
見
て
廻
り
ま
し
た
。

　
宇
治
川
が
見
渡
せ
る
福
寿
園
宇
治
茶
亭
に

て
、
宇
治
茶
弁
当
を
い
た
だ
い
た
後
は
、
も

う
一
つ
の
世
界
遺
産
、
宇
治
上
神
社
へ
。
森

林
に
囲
ま
れ
た
拝
殿
は
、
静
か
で
心
安
ら
ぐ

場
所
で
し
た
。

　
そ
の
後
は
、
希
望
者
の
み
Ｊ
Ｔ
Ｂ
京
都
中

央
支
店
が
運
営
管
理
し
て
い
る
「
大
河
ド
ラ

マ
展
」（
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
参
照
）も
見
に
行
き
ま

し
た
。
セ
ン
タ
ー
長
で
あ
る
Ｂ
Ｏ
Ｂ
理
事
の

大
川
さ
ん
が
、
紫
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
姿
で
私

達
を
迎
え
て
下
さ
い
ま
し
た
。

　
最
後
は
そ
の
一
階
に
あ
る
カ
フ
ェ
で
、
抹

茶
テ
ィ
ー
や
ア
イ
ス
を
頂
き
な
が
ら
ホ
ッ
と

一
息
！
よ
く
歩
き
ま
し
た
ね
、
皆
さ
ん
お
疲

さ
ま
で
し
た
。

奈
良
歴
史
散
歩

参
加
者
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

河
本 

隆
子
、
嶋
岡 

ト
シ
子
、
中
津 

清
美
、

山
下 

和
美
、
西
村 

和
美
、
浜
野 

玲
子
、

麻
野 

知
津
子
、
波
多
野 

順
子
、

中
原 

里
子
、
渡
辺 

恵
子
、
花
田 

康
枝
、

采
野 

久
美
子
、
太
田 

玲
子

　　
４
月
17
日
（
水
）
　
５
名

　
桜
も
散
り
果
て
、
春
が
通
り
去
っ
た
よ
う

な
日
々
。
４
名
で
王
将
戦
対
局
開
始
。
時
折

悲
鳴
が
（
笑
）
熱
の
あ
る
対
局
が
展
開
さ
れ

ま
し
た
。

　
結
果
、
戦
績
は
宮
崎
さ
ん
が
ト
ッ
プ
を
某

氏
か
ら
奪
い
絶
好
調
。
真
逆
は
？
筆
者
（
特

に
名
を
秘
す
（
笑
）。

　
負
け
れ
ば
悔
し
い
が
駒
を
動
か
す
の
は
愉

し
い
。
む
ろ
ん
勝
て
ば
よ
り
愉
し
い
（
笑
）。

皆
さ
ん
将
棋
で
ひ
と
時
を
愉
し
み
ま
し
ょ
う

（
笑
）
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
連
絡
先
は
左
記
ま
で
、
ま
ず
は
シ
ョ
ー
ト

メ
ー
ル
を
く
だ
さ
い
。

　
連
絡
先
＊
玉
邑
（
タ
マ
ム
ラ
）

　
　
　
　
０
９
０
・
６
９
６
３
・
１
６
６
１

　
筆
者
が
ば
れ
ま
し
た
（
笑
）。

参
加
者
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

佐
藤 

保
正
、
門
林 

　
保
、
宮
崎 

健
治
、

玉
邑 

　
悟
、
山
根 

富
重

　
４
月
19
日
（
金
）
　
７
名

　『
世
の
中
に
た
え
て
桜
の
な
か
り
せ
ば

　
　
春
の
心
は
の
ど
け
か
ら
ま
し
』（
業
平
）

　
い
つ
も
の
時
事
放
談
は
富
澤
さ
ん
か
ら
、

そ
の
後
は
し
ば
し
の
雑
談
。

　
そ
し
て
今
月
の
カ
ラ
オ
ケ
は

『
酒
』
と
『
色
（
カ
ラ
ー
）』
を
テ
ー
マ
に

自
慢
の
喉
を
披
露
い
た
だ
き
ま
し
た
。

『
酒
』
の
歌
は
（
悲
し
い
酒
、
う
ま
い
酒
、

夢
追
い
酒
、
涙
の
酒
、
酒
の
宿
、
舟
唄
、

等
々
）
途
切
れ
る
こ
と
な
く
次
か
ら
次
へ
と

歌
い
、
酔
い
つ
ぶ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

『
色
（
カ
ラ
ー
）
』
の
歌
は

・
赤
（
赤
い
グ
ラ
ス
、
赤
い
ハ
ン
カ
チ
、
赤

い
ス
イ
ト
ピ
ー
）

・
白
（
白
い
ブ
ラ
ン
コ
、
白
い
海
峡
）

・
水
色
（
水
色
の
手
紙
）

・
黒
（
黒
い
海
峡
、
黒
百
合
の
歌
）

・
緑
（
緑
の
地
平
線…

昭
和
10
年
）
等
々
。

皆
さ
ん
も
歌
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

最
後
は
港
町
ブ
ル
ー
ス
を
全
員
で
合
唱
し

楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

参
加
者
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

富
澤 

正
和
、
中
市 

嘉
一
、
濱
川 

季
延
、

細
見 

武
正
、
松
原 

茂
男
、
百
地 

俊
一
、

渡
辺 

恵
子

　
＊
３
月
22
日
（
金
）
　
20
名

岸
和
田
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部
　

《
３
月
例
会
の
成
績
》（
敬
称
略
）

順
　
位
　
　
氏
　
名
　
　
Ｇ
　
Ｈ
　
Ｎ

優
　
勝
　
米
山
　
　
廣
　
95
　
20
　
75

準
優
勝
　
中
山
　
好
清
　
92
　
16
　
76

３
　
位
　
島
崎
　
信
昭
　
102
　
24
　
78

以
下
、
矢
野 

晶
一
郎
、
加
藤 

剛
、

田
中 

尚
孝
、
前
川 

輝
昭
、
森
口 

忠
行
、

湯
川 

達
千
、
前
田 

和
久
、
入
江 

亮
一
、

三
好
　 

睦
、

松
岡 

秀
夫
、

斉
藤 

行
彦
、

前
地 

洋
之
、

林
　 

利
夫
、

渡
辺 

恵
子
、

塩
見 

勝
弥
、

杉
本 

　
彰
、

坂
本 

佳
代
子

＊
４
月
17
日
（
水
）
　
10
名

　
奈
良
の
杜
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
　
　

　
２
０
２
４
年
度
最
初
の
例
会
は
、
数
日
前

か
ら
の
不
安
定
な
天
候
で
心
配
し
ま
し
た
が

集
合
時
刻
に
は
雲
も
去
り
新
緑
の
中
で
爽
や

か
な
ラ
ウ
ン
ド
を
楽
し
め
ま
し
た
。

　
改
定
さ
れ
た
新
年
度
の
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ

プ
を
活
か
し
て
島
崎
さ
ん
が
二
年
振
り
に
優

勝
、
僅
差
で
柴
原
さ
ん
が
続
き
ま
し
た
。

　
６
月
12
日
開
催
の
中
国
四
国
支
部
対
抗
戦

（
作
州
武
蔵
Ｃ
Ｃ
）
へ
の
参
加
を
呼
び
か
け
、

お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。

《
４
月
例
会
の
成
績
》（
敬
称
略
）

順
　
位
　
　
氏
　
名
　
　
Ｇ
　
Ｈ
　
Ｎ

優
　
勝
　
島
崎
　
信
昭
　
97
　
27
　
70

準
優
勝
　
柴
原
　
文
雄
　
87
　
16
　
71
　

３
　
位
　
金
居
　
雅
信
　
93
　
20
　
73

以
下
、
加
藤 
剛
、
杉
本 

彰
、
塩
見 

勝
弥
、

　
坂
本 

佳
代
子
、
前
土
井 

智
克
、

　
斉
藤 

行
彦
、
渡
辺 
恵
子

　
４
月
20
日
（
土
）
　
21
名

　
本
日
は
第
69
期
最
終
戦
で
21
名
（
５
卓
）

の
参
加
で
の
対
戦
と
な
り
ま
し
た
。

　
初
め
に
佐
藤
会
長
よ
り
５
回
戦
の
１
位
の

方
に
成
績
褒
賞
を
贈
呈
し
、
傘
寿
の
お
祝
い

と
し
て
由
井
昭
二
さ
ん
に
記
念
品
を
お
渡
し

し
て
全
員
で
祝
福
後
、
開
戦
と
な
り
ま
し
た
。

最
終
戦
で
は
役
満
（
四
暗
刻
・
国
士
無
双
）

を
達
成
し
た
方
が
お
り
少
々
荒
れ
た
展
開
に

な
る
か
と
思
い
ま
し
た
が
、
毎
回
安
定
し
た

得
点
を
積
み
重
ね
た
森
口
忠
行
さ
ん
が
優
勝

さ
れ
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
第
69
期
最
終
戦
成
績
】

１
　
位
　
百
地 

俊
一
さ
ん
（
83
点
）

２
　
位
　
前
川 

輝
昭
さ
ん
（
64
点
）

３
　
位
　
藤
本 

　
朗
さ
ん
（
33
点
）

【
第
69
期
総
合
成
績
】

優
　
勝
　
森
口 

忠
行
さ
ん
（
１
０
８
点
）

準
優
勝
　
湯
川 

達
千
さ
ん
（
97
点
）

３
　
位
　
喜
多 

孝
治
さ
ん
（
94
点
）

参
加
者
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

今
枝 

秀
夫
、
柏
木 

茂
孝
、
喜
多 

孝
治
、

佐
藤 

保
正
、
坂
本 

佳
世
子
、
辰
己 

克
之
、

中
村 

佳
樹
、
野
口 

　
太
、
狭
間 

正
勝
、

藤
枝 

　
勇
、
前
川 

輝
昭
、
松
本 

宗
能
、

村
上 

常
明
、
百
地 

俊
一
、
森
口 

忠
行
、

安
田 

能
成
、
由
井 

昭
二
、
湯
川 

達
千
、

渡
辺 

武
英
、
正
木 

　
博
、
藤
本 

　
朗

ビ
ッ
グ
エ
コ
ー
ク
ラ
ブ

ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ

第
12
回

令
和
る
る
ぶ
会

レディース会



　
４
月
３
日
（
水
）
　
14
名

　
終
日
雨
の
日
に
も
関
わ
ら
ず
、
14
名
の
参

加
で
し
た
。
先
ず
、
昨
年
の
忘
年
懇
親
会
で

乾
杯
に
登
壇
頂
い
た
山
口
正
男
さ
ん
へ
黙
祷

を
捧
げ
ま
し
た
。

　
減
少
気
味
の
会
員
数
の
報
告
と
、「
入
会

金
初
回
無
料
」
案
内
に
よ
る
一
人
で
も
多
く

の
新
入
会
員
誘
致
と
、
万
博
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

募
集
中
に
つ
き
ご
参
加
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

　
京
都
駅
前
店
の
尾
崎
店
長
か
ら
は
、
最
新

店
頭
情
報
と
、
数
値
が
な
か
な
か
伸
び
な
い

中
で
の
取
組
み
と
し
て
、
観
光
客
へ
の
市
内

の
神
社
仏
閣
で
の
参
拝
証
明
「
御
黒
印
」
の

販
売
（
Ｊ
Ｔ
Ｂ
京
都
支
店
扱
）
等
お
話
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
は
テ
ー
ブ
ル
毎
の

談
笑
と
な
り
ま
し
た
。

参
加
者
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

ゲ
ス
ト 

Ｊ
Ｔ
Ｂ
京
都
駅
前
店 

尾
崎
店
長

岡
本 

進
二
、
楠 

　
和
男
、
河
野 

好
男
、

田
中 

武
司
、
中
川 

幹
太
、
別
所
　 

峻
、

松
下 

正
夫
、
村
上 

常
明
、
石
川 

寿
夫
、

横
田 

一
之
、
辰
巳 

勝
彦
、
今
枝 

秀
夫
、

大
川 

雅
弘
、
釆
野 

久
美
子

　
４
月
10
日
（
水
）
　
16
名

　
春
の
歴
史
散
歩
「
尼
崎
寺
町
と
尼
崎
城
」

　
気
持
ち
の
い
い
青
空
が
広
が
る
中
、
今
春

は
兵
庫
県
の
尼
崎
市
界
隈
の
歴
史
を
学
び
ま

し
た
。

　
地
元
観
光
ガ
イ
ド
さ
ん
の
ご
案
内
で
、
阪

神
尼
崎
駅
よ
り
、
江
戸
時
代
城
下
町
の
風
情

を
伝
え
る
寺
町
、
尼
崎
藩
主
に
関
す
る
資
料

や
世
界
70
ヵ
国
の
コ
イ
ン
を
展
示
す
る
尼
信

会
館
、
そ
し
て
今
回
目
玉
の
尼
崎
城
を
訪
れ

ま
し
た
。
大
坂
夏
の
陣
後
、
江
戸
幕
府
が
西

国
支
配
の
拠
点
、
西
の
守
り
役
と
し
た
お
城

や
町
並
み
の
佇
ま
い
を
感
じ
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。

　
そ
の
足
で
「
す
し
半
」
に
て
ラ
ン
チ
、
希

望
者
の
み
２
次
会
３
次
会…

へ
と
続
く
。
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京
滋
サ
ロ
ン

川
西
・
池
田
サ
ロ
ン

　
阪
神
尼
崎
と
い
う
と
阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス
、

賑
や
か
な
商
店
街
を
身
近
に
感
じ
ま
す
が
、

歴
史
を
た
ど
っ
て
歩
け
ば
、
魅
力
が
詰
ま
っ

た
町
を
再
発
見
出
来
る
一
日
で
し
た
。

参
加
者
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

辰
己 

克
之
、
長
野 

隆
次
、
西
山 

光
久
、

伊
勢 

幹
男
、
林 

　
則
夫
、
波
多
野 

順
子
、

前
田 

雅
裕
、
湯
川 

達
千
、
掘
　
　 

清
、

藤
枝
　 

勇
、
河
井 

宏
之
、
三
好 

睦
夫
妻
、

藤
田 

正
孝
夫
妻
、
石
田 

玄
三
、

成
田 

　
勉
、
太
田 

玲
子

　
４
月
５
日
（
金
）
　
23
名

　
大
阪
北
サ
ロ
ン
の
第
一
回
目
の
例
会
で
し

た
。

　
初
回
だ
っ
た
の
で
大
田
支
部
長
や
理
事
の

皆
様
が
参
加
し
て
下
さ
っ
た
。
加
え
て
他
の

サ
ロ
ン
の
方
や
久
し
ぶ
り
に
顔
を
見
せ
て
頂

い
た
方
、
そ
し
て
Ｂ
Ｏ
Ｂ
入
会
手
続
き
中
の

方
等
が
、
集
っ
て
頂
い
た
。

　
会
場
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
『
何
十
年
ぶ
り

や
な
ぁ
』
と
い
っ
た
声
も
飛
び
交
っ
て
い
ま

し
た
。
例
会
場
を
梅
田
に
変
更
し
た
事
で
、

更
に
多
く
の
方
に
顔
を
出
し
て
も
ら
え
れ
ば

嬉
し
い
か
ぎ
り
で
す
。
参
加
し
て
み
よ
う
か

と
思
っ
た
ら
左
記
ま
で
。

＊
花
田
康
江 

０
９
０
・
１
２
２
４
・
５
７
７
５

＊
正
木
　
博 

０
９
０
・
１
０
２
４
・
１
４
１
６

参
加
者
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

ゲ
ス
ト 

Ｊ
Ｔ
Ｂ
ト
ラ
ベ
ル
ゲ
ー
ト
大
阪
梅
田 

　
　
　 

谷
口
久
美
子
店
長

石
井
　 

満
、
今
枝 

秀
夫
、
大
谷 

和
正
、

塩
見 

勝
弥
、
清
水 

輝
幸
、
大
田 

文
明
、

玉
邑
　 

悟
、
寺
田 

正
幸
、
富
澤 

正
和
、

中
市 

嘉
一
、
中
原 

里
子
、
西
川 

治
雄
、

野
口
　 

太
、
藤
本
　 

朗
、
堀
　
　 

清
、

三
好
　 

睦
、
望
月 

紀
男
、
百
地 

俊
一
、

安
川 

淑
子
、
矢
野 

晶
一
郎
、
渡
辺 

恵
子
、

花
田 

康
枝
、
正
木
　 

博

　
４
月
９
日
（
火
）
　
25
名
　
　

　「
が
ん
こ
桃
谷
店
」
に
て

　
前
日
の
暖
か
さ
か
ら
一
挙
に
気
温
が
６
度

も
低
く
な
る
中
、
冒
頭
、
先
月
お
亡
く
な
り

に
な
っ
た
山
口
正
男
さ
ん
へ
黙
祷
を
捧
げ
ま

し
た
。

　
そ
の
後
、
初
参
加
の
戎
野
陽
子
さ
ん
よ
り
、     

自
己
紹
介
と
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
続
い
て
Ｊ
Ｔ
Ｂ
天
王
寺
店
の
岡
武
店
長
よ

り
近
況
報
告
と
案
内
が
あ
り
ま
し
た
。

　
今
年
度
の
入
社
式
は
渋
谷
の
ヒ
カ
リ
エ
で

開
催
さ
れ
、
グ
ル
ー
プ
会
社
16
社
で
４
０
８

名
の
新
入
社
員
で
し
た
。
そ
の
内
大
阪
南
エ

リ
ア
へ
の
配
属
は
３
名
と
の
こ
と
で
す
。

　
ま
た
万
博
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
申
込
が
ま

だ
ま
だ
少
な
い
と
の
事
と
、
入
場
券
の
販
売

に
つ
い
て
は
宿
泊
を
伴
う
申
し
込
み
で
あ
れ

ば
可
能
で
４
月
下
旬
か
ら
販
売
開
始
予
定
と

の
お
話
を
頂
き
ま
し
た
。

 

そ
の
後
各
テ
ー
ブ
ル
で
楽
し
く
歓
談
し
、

散
会
と
な
り
ま
し
た
。

参
加
者
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

ゲ
ス
ト 

Ｊ
Ｔ
Ｂ
天
王
寺
店 

岡
武
店
長

麻
野 

知
津
子
、
乾 

　
繁
志
、
阿
部 

哲
治
、

安
達 

敏
和
、
井
須 

　
淳
、
戎
野 

陽
子
、

杉
本 

　
茂
、
寺
田 

孝
行
、
土
居 

欽
爾
、

中
原 

里
子
、
狭
間 

正
勝
、
浜
川 

李
延
、

細
見 

武
正
、
宮
下 

和
民
、
望
月 

紀
男
、

森
口 

忠
行
、
安
田 

能
成
、
渡
辺 

武
英
、

大
田 

文
明
、
秋
山 

元
文
、
島
崎 

信
昭
、

渡
辺 

恵
子
、
塚
本 

文
治
郎
、
藤
本 

　
朗
、

山
根 

富
重

　
４
月
５
日
（
金
）
　
10
名

　
新
年
度
に
入
り
始
め
て
の
金
曜
日
開
催
で

大
阪
北
サ
ロ
ン

阪
和
サ
ロ
ン

す
。

　
始
め
に
４
月
の
人
事
異
動
で
来
ら
れ
た
ト

ラ
ベ
ル
ゲ
ー
ト
三
ノ
宮
店
の
山
崎
店
長
よ
り

着
任
の
ご
挨
拶
。
そ
の
後
福
井
部
長
よ
り
、

取
引
会
社
と
の
コ
ラ
ボ
に
よ
る
女
性
用
鞄
を

店
頭
販
売
し
て
い
る
と
の
お
話
や
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ

の
業
績
説
明
等
を
頂
き
、
海
外
旅
行
の
状
況

や
店
舗
の
事
な
ど
、
皆
さ
ん
で
会
話
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
松
下
さ
ん
か
ら
は
、
神
戸
観
光
の

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
中
で
、
神
戸
市
内
に
は
キ

リ
ス
ト
教
以
外
に
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
、
イ
ス
ラ
ム
、

ユ
ダ
ヤ
、
ジ
ャ
イ
ナ
等
、
多
文
化
宗
教
の
教

会
が
あ
り
、
歩
い
て
廻
れ
る
と
、
ご
紹
介
頂

き
ま
し
た
。
こ
ん
な
街
は
、
他
に
な
い
よ
う

で
す
よ
。

参
加
者
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

ゲ
ス
ト 

Ｊ
Ｔ
Ｂ
神
戸
支
店 

福
井
部
長

Ｊ
Ｔ
Ｂ
ト
ラ
ベ
ル
ゲ
ー
ト
三
ノ
宮
店 

山
崎
店
長

井
田
　 

忠
、
小
久
江 

真
理
子
、

高
田
　 

肇
、
西 

　
嘉
信
、
西
尾 

　
武
、

林
　 

利
夫
、
堀 

　
輝
夫
、
松
下 

孝
治
、

山
田 

順
彦
、
山
﨑 

陽
子

《
訂
正
》

　
来
月
よ
り
、
お
店
の
都
合
に
よ
り
、
開
催

曜
日
は
元
の
木
曜
日
に
戻
し
ま
す
。

　
４
月
11
日
（
木
）
　
11
名

　
例
年
な
ら
と
っ
く
に
葉
桜
と
な
っ
て
い
る

時
期
で
す
が
、
ま
だ
ま
だ
近
辺
で
花
見
が
で

き
る
状
況
の
中
、
新
規
オ
ー
プ
ン
し
た
、
さ

か
な
酒
場
「
魚
星
」
に
て
開
催
。
ト
ラ
ベ
ル

ゲ
ー
ト
三
ノ
宮
か
ら
２
年
数
か
月
ぶ
り
に
姫

路
支
店
に
戻
っ
て
こ
ら
れ
た
村
上
裕
子
業
務

課
長
を
お
迎
え
し
、
総
勢
12
名
で
賑
や
か
に

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
ま
ず
12
月
か
ら
病
気
療
養
中
で
久
し
ぶ
り

に
参
加
の
会
員
の
元
気
な
姿
に
一
同
安
心
。

只
、
食
事
の
値
段
が
こ
れ
ま
で
の
居
酒
屋
よ

り
も
相
対
的
に
上
昇
し
て
お
り
、
値
上
げ
も

や
む
な
し
の
声
や
高
す
ぎ
る
と
の
声
な
ど
が

飛
び
交
い
ま
し
た
。

　
ま
た
マ
イ
ナ
ビ
日
経
の
大
学
生
人
気
企
業

ラ
ン
キ
ン
グ
で
Ｊ
Ｔ
Ｂ
グ
ル
ー
プ
が
10
位
以

三
ノ
宮
・
西
宮
サ
ロ
ン

内
に
入
っ
た
こ
と
も
話
題
に
な
り
、
昔
の
人

気
№
１
の
時
代
に
思
い
を
馳
せ
ま
し
た
。

　
そ
の
他
い
つ
も
の
健
康
談
義
、
姫
路
市
が

高
齢
者
に
発
行
す
る
無
料
パ
ス
の
話
題
、
加

古
川
ヤ
マ
ト
ヤ
シ
キ
の
地
下
に
で
き
た
ロ
ピ

ア
の
賑
わ
い
な
ど
、
話
題
に
事
欠
か
ず
お
開

き
と
な
り
ま
し
た
。

参
加
者
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

ゲ
ス
ト 

Ｊ
Ｔ
Ｂ
姫
路
支
店 

村
上
業
務
課
長

大
塚 

一
実
、
川
島 

茂
樹
、
河
野 

常
義
、

駒
井 

信
行
、
内
藤 

和
夫
、
中
山 

正
昭
、

西
嶋 

一
郎
、
平
岡 

耕
二
、
前
川 

睦
美
、

横
谷
　 

勝
、
奥
村 

洋
一

　
４
月
９
日
（
火
）
　
８
名

今
回
の
話
題

①
旅
行
で
白
浜
温
泉
に
行
く
予
定
で
す
が
、

旅
館
の
推
薦
は
？

②
詐
欺
電
話
の
話
題

③
大
阪
万
博
は
、
前
回
の
よ
う
な
、
団
体
旅

行
は
無
い
か
な
？

④
時
事
ニ
ュ
ー
ス
の
話
題
　
タ
ン
カ
ー
の
衝

突
の
こ
と

⑤
三
重
サ
ロ
ン
総
会
の
件

　
６
月
19
日
（
水
）
松
阪
に
て
。

　
場
所
は
、
後
日
発
表
予
定
。

参
加
者
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

島
村
　 

淳
、
小
川 

一
巳
、
中
北 

安
司
夫
、

加
藤 

貫
治
、
上
之
郷 

陽
一
、

小
海
途 

清
、
神
部 

　
彰
、
前
川 

輝
昭

　
４
月
16
日
（
火
）
　
27
名

　「
和
風
れ
す
と
ら
ん
春
日
」
に
て

　
曇
り
空
で
蒸
し
暑
い
中
で
し
た
。

　
４
月
理
事
会
報
告
後
の
話
題
は
、

・
７
月
11
日
総
会
の
出
席
依
頼
＆
忘
年
会
を

含
め
、
会
費
が
８
千
円
と
な
る
旨
の
連
絡

・
４
月
11
日
の
奈
良
歴
史
散
歩
参
加
の
お

礼
・
大
阪
北
サ
ロ
ン
の
案
内
と
梅
田
ス
ク

エ
ア
の
チ
ラ
シ
を
配
布
し
参
加
の
要
請

　
荻
本
さ
ん
の
乾
杯
で
始
ま
っ
た
食
事
会
は

約
１
時
間
半
続
き
、
来
月
の
サ
ロ
ン
で
の
再

会
を
約
束
し
て
お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。

参
加
者
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

姫
路
サ
ロ
ン

三
重
サ
ロ
ン

ゲ
ス
ト 

Ｊ
Ｔ
Ｂ
奈
良
支
店 

遠
矢
業
務
課
長

入
江 

輝
吉
、
岩
穴
口 

一
夫
、
大
谷 

和
正
、

荻
本 
謙
二
、
奥
田 

晃
祥
、
金
居 

雅
信
、

川
上 
　
裕
、
喜
多 

孝
治
、
子
谷 

文
夫
、

斉
藤 
行
彦
、
下
仲 

寿
男
、
高
島 

勇
夫
、

辰
己 

龍
一
、
西
浦 

良
直
、
菱
田 

　
務
、

東
川 

順
治
、
平
松 
秀
夫
、
福
田 

　
良
、

松
原 

茂
男
、
松
本 
宗
能
、

松
森 

和
樹
、
巳
波 
一
禧
、

村
田 

嘉
徳
、
由
井 

昭
二
、

杉
本 

　
彰
、
鈴
木 

正
男
、

辰
巳 

和
秀

　
４
月
11
日
（
木
）
　
11
名

　「
畝
傍
山
山
麓
と
今
井
町
歴
史
散
歩
」

　
桜
が
散
り
始
め
る
頃
、
ま
ず
ま
ず
の
天
候

に
恵
ま
れ
ま
し
た
。

　
橿
原
神
宮
前
駅
に
集
合
、
ま
ず
は
す
ぐ
近

く
の
久
米
寺
へ…

…

。
仙
人
の
愉
快
な
話
で

有
名
で
す
が
、
眼
病
に
ご
利
益
の
あ
る
お
寺

で
も
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
す
ぐ
北
側
に
は
、
広
大
な
橿
原
森
林

遊
苑
が
橿
原
神
宮
を
中
心
に
広
が
り
ま
す
。

　
畝
傍
山
の
東
山
麓
の
若
桜
友
苑
に
は
、
太

平
洋
戦
争
末
期
、
エ
ン
ガ
ノ
岬
で
沈
没
し
た

航
空
母
艦
「
瑞
鶴
」
の
慰
霊
碑
が
祀
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
北
東
山
麓
は
、
今
年
３
月
27
日
に
愛
子
内

親
王
が
参
拝
さ
れ
た
神
武
天
皇
陵
が
静
か
に

佇
む
。
今
井
町
は
戦
国
時
代
末
期
、
寺
内
町

と
し
て
発
展
し
、「
海
の
堺
、
陸
の
今
井
」

「
大
和
の
金
は
、
今
井
に
７
分
」
と
言
わ
れ

る
程
の
経
済
力
が
あ
り
多
く
の
商
人
に
よ
っ

て
繁
栄
し
ま
し
た
。

　
平
成
５
年
に
「
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保

存
地
区
」
の
指
定
を
受
け
、
多
数
の
文
化
財

が
守
ら
れ
、
伝
統
を
今
に
伝
え
て
い
ま
す
。

大
和
八
木
駅
に
向
か
う
途
中
、
蘇
我
入
鹿
を

祀
る
「
入
鹿
神
社
」
や
飛
鳥
川
の
両
岸
に
散

る
「
花
筏
」
を
楽
し
み
な
が
ら
散
会
。

参
加
者
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

杉
本 

　
彰
、
辰
巳 

和
秀
、
辰
己 

龍
一
、

大
谷 

和
正
、
巳
波 

一
禧
、
岩
穴
口 

一
夫
、

菱
田 

　
務
、
平
松 

秀
夫
、
松
森 

和
樹

奈
良
サ
ロ
ン

　
３
月
27
日
（
水
）
　
13
名

　
桜
の
開
花
に
は
少
し
早
か
っ
た
で
す
が
、

幸
運
に
も
晴
天
に
恵
ま
れ
、
13
名
が
集
い
ま

し
た
。
今
回
は
、
大
河
ド
ラ
マ
が
ス
タ
ー
ト

し
た
こ
と
も
あ
り
、
源
氏
物
語
の
作
者
紫
式

部
ゆ
か
り
の
地
、
京
都
の
宇
治
を
歩
い
て
廻

り
ま
し
た
。

　
宇
治
橋
の
袂
に
あ
る
紫
式
部
像
よ
り
、
宇

治
川
沿
い
を
歩
き
、
市
営
の
お
茶
室
対
鳳
庵

で
、
裏
千
家
の
お
作
法
に
て
、
お
抹
茶
と
桜

の
和
菓
子
で
し
ば
し
和
み
ま
し
た
。

　
そ
し
て
世
界
遺
産
の
平
等
院
へ
。
大
勢
の

観
光
客
で
、
入
口
は
長
い
行
列
が
出
来
て
い

ま
し
た
。
こ
こ
か
ら
、
宇
治
市
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
ガ
イ
ド
２
名
の
興
味
深
い
説
明
を
聞
き

な
が
ら
、
平
安
時
代
の
藤
原
一
族
の
栄
華
の

名
残
を
感
じ
さ
せ
る
、
美
し
い
寺
院
や
庭
園

を
見
て
廻
り
ま
し
た
。

　
宇
治
川
が
見
渡
せ
る
福
寿
園
宇
治
茶
亭
に

て
、
宇
治
茶
弁
当
を
い
た
だ
い
た
後
は
、
も

う
一
つ
の
世
界
遺
産
、
宇
治
上
神
社
へ
。
森

林
に
囲
ま
れ
た
拝
殿
は
、
静
か
で
心
安
ら
ぐ

場
所
で
し
た
。

　
そ
の
後
は
、
希
望
者
の
み
Ｊ
Ｔ
Ｂ
京
都
中

央
支
店
が
運
営
管
理
し
て
い
る
「
大
河
ド
ラ

マ
展
」（
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
参
照
）も
見
に
行
き
ま

し
た
。
セ
ン
タ
ー
長
で
あ
る
Ｂ
Ｏ
Ｂ
理
事
の

大
川
さ
ん
が
、
紫
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
姿
で
私

達
を
迎
え
て
下
さ
い
ま
し
た
。

　
最
後
は
そ
の
一
階
に
あ
る
カ
フ
ェ
で
、
抹

茶
テ
ィ
ー
や
ア
イ
ス
を
頂
き
な
が
ら
ホ
ッ
と

一
息
！
よ
く
歩
き
ま
し
た
ね
、
皆
さ
ん
お
疲

さ
ま
で
し
た
。

奈
良
歴
史
散
歩

参
加
者
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

河
本 

隆
子
、
嶋
岡 

ト
シ
子
、
中
津 

清
美
、

山
下 

和
美
、
西
村 

和
美
、
浜
野 

玲
子
、

麻
野 

知
津
子
、
波
多
野 

順
子
、

中
原 

里
子
、
渡
辺 

恵
子
、
花
田 

康
枝
、

采
野 

久
美
子
、
太
田 

玲
子

　　
４
月
17
日
（
水
）
　
５
名

　
桜
も
散
り
果
て
、
春
が
通
り
去
っ
た
よ
う

な
日
々
。
４
名
で
王
将
戦
対
局
開
始
。
時
折

悲
鳴
が
（
笑
）
熱
の
あ
る
対
局
が
展
開
さ
れ

ま
し
た
。

　
結
果
、
戦
績
は
宮
崎
さ
ん
が
ト
ッ
プ
を
某

氏
か
ら
奪
い
絶
好
調
。
真
逆
は
？
筆
者
（
特

に
名
を
秘
す
（
笑
）。

　
負
け
れ
ば
悔
し
い
が
駒
を
動
か
す
の
は
愉

し
い
。
む
ろ
ん
勝
て
ば
よ
り
愉
し
い
（
笑
）。

皆
さ
ん
将
棋
で
ひ
と
時
を
愉
し
み
ま
し
ょ
う

（
笑
）
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
連
絡
先
は
左
記
ま
で
、
ま
ず
は
シ
ョ
ー
ト

メ
ー
ル
を
く
だ
さ
い
。

　
連
絡
先
＊
玉
邑
（
タ
マ
ム
ラ
）

　
　
　
　
０
９
０
・
６
９
６
３
・
１
６
６
１

　
筆
者
が
ば
れ
ま
し
た
（
笑
）。

参
加
者
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

佐
藤 

保
正
、
門
林 

　
保
、
宮
崎 

健
治
、

玉
邑 
　
悟
、
山
根 

富
重

　
４
月
19
日
（
金
）
　
７
名

　『
世
の
中
に
た
え
て
桜
の
な
か
り
せ
ば

　
　
春
の
心
は
の
ど
け
か
ら
ま
し
』（
業
平
）

　
い
つ
も
の
時
事
放
談
は
富
澤
さ
ん
か
ら
、

そ
の
後
は
し
ば
し
の
雑
談
。

　
そ
し
て
今
月
の
カ
ラ
オ
ケ
は

『
酒
』
と
『
色
（
カ
ラ
ー
）』
を
テ
ー
マ
に

自
慢
の
喉
を
披
露
い
た
だ
き
ま
し
た
。

『
酒
』
の
歌
は
（
悲
し
い
酒
、
う
ま
い
酒
、

夢
追
い
酒
、
涙
の
酒
、
酒
の
宿
、
舟
唄
、

等
々
）
途
切
れ
る
こ
と
な
く
次
か
ら
次
へ
と

歌
い
、
酔
い
つ
ぶ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

『
色
（
カ
ラ
ー
）
』
の
歌
は

・
赤
（
赤
い
グ
ラ
ス
、
赤
い
ハ
ン
カ
チ
、
赤

い
ス
イ
ト
ピ
ー
）

・
白
（
白
い
ブ
ラ
ン
コ
、
白
い
海
峡
）

・
水
色
（
水
色
の
手
紙
）

・
黒
（
黒
い
海
峡
、
黒
百
合
の
歌
）

・
緑
（
緑
の
地
平
線…

昭
和
10
年
）
等
々
。

皆
さ
ん
も
歌
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

最
後
は
港
町
ブ
ル
ー
ス
を
全
員
で
合
唱
し

楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

参
加
者
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

富
澤 

正
和
、
中
市 

嘉
一
、
濱
川 

季
延
、

細
見 

武
正
、
松
原 

茂
男
、
百
地 

俊
一
、

渡
辺 

恵
子

　
＊
３
月
22
日
（
金
）
　
20
名

岸
和
田
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部
　

《
３
月
例
会
の
成
績
》（
敬
称
略
）

順
　
位
　
　
氏
　
名
　
　
Ｇ
　
Ｈ
　
Ｎ

優
　
勝
　
米
山
　
　
廣
　
95
　
20
　
75

準
優
勝
　
中
山
　
好
清
　
92
　
16
　
76

３
　
位
　
島
崎
　
信
昭
　
102
　
24
　
78

以
下
、
矢
野 

晶
一
郎
、
加
藤 

剛
、

田
中 

尚
孝
、
前
川 

輝
昭
、
森
口 

忠
行
、

湯
川 

達
千
、
前
田 

和
久
、
入
江 

亮
一
、

三
好
　 

睦
、

松
岡 

秀
夫
、

斉
藤 

行
彦
、

前
地 

洋
之
、

林
　 

利
夫
、

渡
辺 

恵
子
、

塩
見 

勝
弥
、

杉
本 

　
彰
、

坂
本 

佳
代
子

＊
４
月
17
日
（
水
）
　
10
名

　
奈
良
の
杜
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
　
　

　
２
０
２
４
年
度
最
初
の
例
会
は
、
数
日
前

か
ら
の
不
安
定
な
天
候
で
心
配
し
ま
し
た
が

集
合
時
刻
に
は
雲
も
去
り
新
緑
の
中
で
爽
や

か
な
ラ
ウ
ン
ド
を
楽
し
め
ま
し
た
。

　
改
定
さ
れ
た
新
年
度
の
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ

プ
を
活
か
し
て
島
崎
さ
ん
が
二
年
振
り
に
優

勝
、
僅
差
で
柴
原
さ
ん
が
続
き
ま
し
た
。

　
６
月
12
日
開
催
の
中
国
四
国
支
部
対
抗
戦

（
作
州
武
蔵
Ｃ
Ｃ
）
へ
の
参
加
を
呼
び
か
け
、

お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。

《
４
月
例
会
の
成
績
》（
敬
称
略
）

順
　
位
　
　
氏
　
名
　
　
Ｇ
　
Ｈ
　
Ｎ

優
　
勝
　
島
崎
　
信
昭
　
97
　
27
　
70

準
優
勝
　
柴
原
　
文
雄
　
87
　
16
　
71
　

３
　
位
　
金
居
　
雅
信
　
93
　
20
　
73

以
下
、
加
藤 

剛
、
杉
本 

彰
、
塩
見 

勝
弥
、

　
坂
本 

佳
代
子
、
前
土
井 

智
克
、

　
斉
藤 

行
彦
、
渡
辺 

恵
子

　
４
月
20
日
（
土
）
　
21
名

　
本
日
は
第
69
期
最
終
戦
で
21
名
（
５
卓
）

の
参
加
で
の
対
戦
と
な
り
ま
し
た
。

　
初
め
に
佐
藤
会
長
よ
り
５
回
戦
の
１
位
の

方
に
成
績
褒
賞
を
贈
呈
し
、
傘
寿
の
お
祝
い

と
し
て
由
井
昭
二
さ
ん
に
記
念
品
を
お
渡
し

し
て
全
員
で
祝
福
後
、
開
戦
と
な
り
ま
し
た
。

最
終
戦
で
は
役
満
（
四
暗
刻
・
国
士
無
双
）

を
達
成
し
た
方
が
お
り
少
々
荒
れ
た
展
開
に

な
る
か
と
思
い
ま
し
た
が
、
毎
回
安
定
し
た

得
点
を
積
み
重
ね
た
森
口
忠
行
さ
ん
が
優
勝

さ
れ
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
第
69
期
最
終
戦
成
績
】

１
　
位
　
百
地 

俊
一
さ
ん
（
83
点
）

２
　
位
　
前
川 

輝
昭
さ
ん
（
64
点
）

３
　
位
　
藤
本 

　
朗
さ
ん
（
33
点
）

【
第
69
期
総
合
成
績
】

優
　
勝
　
森
口 

忠
行
さ
ん
（
１
０
８
点
）

準
優
勝
　
湯
川 

達
千
さ
ん
（
97
点
）

３
　
位
　
喜
多 

孝
治
さ
ん
（
94
点
）

参
加
者
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

今
枝 

秀
夫
、
柏
木 

茂
孝
、
喜
多 

孝
治
、

佐
藤 

保
正
、
坂
本 

佳
世
子
、
辰
己 

克
之
、

中
村 

佳
樹
、
野
口 

　
太
、
狭
間 

正
勝
、

藤
枝 

　
勇
、
前
川 

輝
昭
、
松
本 

宗
能
、

村
上 

常
明
、
百
地 

俊
一
、
森
口 

忠
行
、

安
田 

能
成
、
由
井 

昭
二
、
湯
川 

達
千
、

渡
辺 

武
英
、
正
木 

　
博
、
藤
本 

　
朗

ビ
ッ
グ
エ
コ
ー
ク
ラ
ブ

ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ

第
12
回

令
和
る
る
ぶ
会

レディース会



1 水 京滋サロン 14:00 都ホテル　
京都八条１Ｆ「カフェ＆バー・ロンド」

7 火 シニアゴルフ 10:00 淀川GC
8 水 川西・池田サロン 14:00 TEA COSY（ティーコージ）

9 木 大阪北サロン 13:00 がんこ「梅田本店」
会費（食事代）　2,000円

9 木 姫路サロン 13:00 さかな酒場「魚星」
9 木 三ノ宮・西宮サロン 14:00 カフェサンタマリア三ノ宮店
10 金 理事会 13:30 ＪＴＢ会議室（ＪＴＢビル13階No．A）
13 月 北近畿サロン 12:00 兵庫県朝来市　「喜古里」

14 火 阪和サロン 13:00 「がんこ桃谷店」
会費（食事代）　2,000円

14 火 三重サロン 11:30 和食さと松阪店
15 水 将棋クラブ 13:00 ＪＴＢビル3階ＢＯＢ室　　
16 木 ゴルフクラブ 8:30 大津カントリークラブ西コース
17 金 ビッグエコークラブ 12:30 ジャンカラ梅田芝田町店

17 金 ハイキングクラブ 10:00 「甘南備山」　
JR学研都市線「京田辺駅」改札集合

18 土 麻雀クラブ 12:30 大和クラブ（大阪駅前第一ビルB1）
21 火 奈良サロン 14:30 春日ホテル

28 火 令和るるぶ会 9:40 「楽しむ！絵手紙」
ＪＲ神戸駅中央改札口集合

29 水 第4回梅田スクエア 10:00
～ 梅田備後屋ビル6階第１会議室  集合

4 火 シニアゴルフ 10:00 淀川GC

5 水 京滋サロン 14:00 都ホテル
京都八条１Ｆ「カフェ＆バー・ロンド」

6 木 三ノ宮・西宮サロン 14:00 カフェサンタマリア三ノ宮店

7 金 大阪北サロン 13:00 がんこ「梅田本店」
会費（食事代）2,000円

11 火 阪和サロン 13:00 「がんこ桃谷店」
会費（食事代）　2,000円

12 水 川西・池田サロン 14:00 TEA COSY(ティーコージ）

12 水 ゴルフクラブ 9:00 中国四国対抗戦「作州武蔵CC」

13 木 姫路サロン 13:00 さかな酒場「魚星」

14 金 理事会 13:30 ＪＴＢ会議室（ＪＴＢビル13階No．A）

15 土 麻雀クラブ 12:30 大和クラブ（大阪駅前第一ビルB1）

17 月 パソコンクラブ 10:00 総会後懇親会（JTBビル3階）

18 火 奈良サロン 14:30 春日ホテル

19 水 三重サロン（総会） 開催場所未定

19 水 将棋クラブ 13:00 ＪＴＢビル3階ＢＯＢ室　　

21 金 ハイキングクラブ 10:00 「神戸森林植物園」
JR神戸線「神戸駅」中央改札口

21 金 ビッグエコークラブ 12:30 ジャンカラ梅田芝田町店

関
西
支
部
幹
事

　
　
　
　
交
代
に
つ
い
て

関西支部
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■
Ｊ
Ｔ
Ｂ
人
事
チ
ー
ム
関
口
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

よ
り
Ｊ
Ｔ
Ｂ
の
近
況
報
告
を
頂
き
ま
し
た
。

　
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
〇
営
業
数
値
　
　
　
　
　

　
　
２
０
２
３
年
度
は
Ｂ
Ｐ
Ｏ
事
業
を
中
心

に
好
調
、
か
つ
経
費
削
減
効
果
に
よ
り

経
常
利
益
は
大
幅
ク
リ
ア
。
２
０
２
４

年
度
も
法
人
営
業
は
順
調
に
推
移
。
店

頭
営
業
は
、
国
内
が
２
０
１
９
年
対
比

を
上
回
る
も
の
の
海
外
は
40
％
と
苦
戦
。

　
〇
新
卒
採
用

　
　
２
０
２
４
年
度
は
全
社
で
約
３
０
０
名

強
を
採
用
。
そ
の
う
ち
関
西
に
は
約
50

名
強
の
配
属
が
決
定
。

　
　
２
０
２
５
年
度
も
Ｊ
Ｔ
Ｂ
人
気
は
回
復
。

今
後
２
０
２
８
年
度
ま
で
は
４
０
０
名

ほ
ど
の
継
続
採
用
を
目
標
と
す
る
。

■
議
題

１
．
会
務
全
般
（
大
田
支
部
長
）

　
　
支
部
会
員
総
会
に
向
け
て
議
案
等
の
検

討
・
議
論
を
お
願
い
し
た
い
。

　
①
支
部
会
計
予
算
に
つ
い
て

　
　
会
員
数
減
（
２
０
２
３
年
度
末
７
４
６

名
、
前
期
末
比
31
名
減
）
と
、
経
費
増

が
想
定
さ
れ
る
中
、
支
出
の
抑
制
・
削

減
を
基
本
と
し
た
い
。

　
②
支
部
規
約
改
定
に
つ
い
て

２
．
絵
手
紙
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て

　
　
講
師
の
引
退
と
参
加
者
の
高
齢
化
に
よ

り
「
絵
手
紙
ク
ラ
ブ
」
を
発
展
的
に
解

消
し
、
今
後
は
「
令
和
る
る
ぶ
会
」
内

に
て
「
楽
し
む
絵
手
紙
（
男
性
参
加

可
）」と
し
て
年
３
〜
４
回
程
度
の
開

催
を
行
う
。

３
．
２
０
２
４
年
度
支
部
総
会
・
懇
親
会
に

つ
い
て

①
総
会
議
案
書
の
作
成
と
記
載
内
容
の
検

討
・
確
認

②
ク
ラ
ブ
・
サ
ロ
ン
活
動
助
成
金
に
つ
い

て
、
２
０
２
４
年
度
の
方
向
性
を
検
討

　
③
総
会
・
懇
親
会
の
参
加
費
を
協
議

＜4＞令和6年5月1日発行　Vol.540

　
　
会
場
費
・
飲
食
費
の
値
上
が
り
に
会
費

の
値
上
げ
も
や
む
を
得
な
い
と
判
断

　
④
準
備
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
確
認

　
⑤
Ｗ
Ｅ
Ｂ
受
付
フ
ォ
ー
ム
の
確
認

４
．
お
客
様
紹
介
運
動
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

　
　
２
０
２
３
年
度
３
月
実
績
・
累
計
実
績

の
報
告
と
確
認
。
ナ
イ
ス
ギ
フ
ト
部
門

が
特
に
苦
戦
し
て
い
る
。

５
．
グ
ル
ー
プ
会
社
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ
各
事
業
部
・

支
店
へ
の
訪
問
つ
い
て

　
　
２
０
２
４
年
度
も
実
施
す
る
こ
と
と
し
、

各
訪
問
先
の
担
当
者
を
決
定

６
．
各
地
区
サ
ロ
ン
・
ク
ラ
ブ
活
動
報
告
に

つ
い
て

７
．
会
員
の
現
況
（
異
動
状
況
）
に
つ
い
て

　
　
会
員
異
動
報
告
（
３
月
末
現
在
）

　
　
新
規
会
員
　
０
名

　
　
物
故
会
員
　
１
名

　
　
退
　
　
会
　
９
名

　
　
会
員
合
計
　
７
４
６
名
　
内
名
誉
会
員

１
名
（
男
性
会
員
５
９
９
名
、
女
性
会

員
１
４
７
名
）

８
．
そ
の
他

　
・
探
昔
会
の
候
補
地
に
つ
い
て
検
討

　
・
第
３
回
梅
田
ス
ク
エ
ア
の
開
催
結
果
に

つ
い
て
報
告

　
・
第
４
回
梅
田
ス
ク
エ
ア
の
開
催
に
つ
い
て

　
　
５
月
29
日
（
水
）
梅
田
で
フ
リ
ー
サ
ロ

ン
の
開
催
を
決
定

2024年5月行事カレンダー 行事カレンダー2024年6月

ハイキングクラブ のご案内
大阪・京都・奈良の三府県境近くの甘南備
山は、神が降臨する場として古くから信仰
の山として親しまれてきました。
今は遊歩道も整備され地元の人に気軽に登られています。
一休寺はアニメで有名な一休さんの寺として有名な古刹です。

◆日　時：5月17日（金）
＊前日17時の気象庁発表の京都南部（075-177）午前6時～12時の降水

確率が50％以上の時は中止とします。
◆集　合：JR学園都市線「京田辺」駅  10時   ＊JR京橋駅から快速約40分
◆コース：京田辺駅 …… 登山口 …… 雨乞いの小道 …… 甘南備山 …… 

　　　　　… 展望台 …… 登山口 …… 一休寺 …… 京田辺駅 14:30頃解散

◆距　離：約８㎞　標高差：約200ｍ　
◆持ちもの：ウォーキングシューズ、リュック、弁当、飲み物、雨具は必須
◆連絡先：石田　玄三　090-8935-5786   genzo_ishida1@yahoo.co.jp

　月
定
例
理
事
会
4/12

4

梅田スクエア フリーサロンを開催梅田スクエア フリーサロンを開催梅田スクエア フリーサロンを開催第４回

30ｍ　10:15　　　　　　　　　　　　　　　　　       ▲202ｍ

関
西
支
部
会
員
総
会
・
懇
親
会
の
ご
案
内

　
２
０
２
４
年
度
関
西
支
部
会
員
総
会
・
懇
親
会
を
左
記
に
よ
り
開
催
し
ま
す
。

皆
様
、
お
誘
い
あ
わ
せ
の
う
え
多
数
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
ご
案

内
い
た
し
ま
す
。

　日  

時
＊
2
0
2
４
年
7
月
11
日
（
木
）
11
時
（
受
付
10
時
30
分
よ
り
）

　会  

場
＊
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
大
阪
　
20
階
　
孔
雀
の
間
・
鳳
凰
の
間

　会  

費
＊
８
，０
０
０
円
（
当
日
徴
収
い
た
し
ま
す
）

※「
総
会
案
内
及
び
議
案
書
」と
返
信
用
葉
書（
表
決
権
行
使
書
）は

　
支
部
だ
よ
り
6
月
号
に
同
封
い
た
し
ま
す
。

２
０
２
４
年
度

B
O
B
会◆日　　時：５月29日(水)

 10：00～17：00                  　 17：00～　
◆場　　所： 備後屋ビル６階第１会議室
 阪急梅田駅至近、がんこ梅田本店横、目印1階にダイコクドラッグ
 北新地　割烹（お申込の方に詳細案内）
◆参 加 費： ５００円
 北新地割烹料理代５,０００円  　要事前予約
◆申込方法：申込フォーム「ＱＲコード」又は　サロン・クラブ担当理事まで

小林 正昭②、原 武男、奥村 洋一、西川 治雄、
山﨑 陽子、佐々野 真一、院田 啓子

旅行関係

島崎 信昭③、森本 芳男、野口 太、花田 康枝

ギフト

（順不同・敬称略）

２０２４年度も引続きよろしくお願い申し上げます。
記載漏れ等については、販売店にお問い合わせください。

ご紹介・ご購入頂き有難うございます。

お客様紹介運動実績お客様紹介運動実績 3
24年

月分

本拠地　梅田での初開催

フリーサロン

フリーサロン

フリーサロン

懇 親 会

懇 親 会

懇 親 会

再開発が進み、変貌著しい「梅田」。JTB支社・営本、関係会社発祥の地、
懐かしい「梅田」で一日楽しみましょう！お気軽にご参加下さい !!

＊スマホ・ＰＣ操作の何でも相談（事前集約）
＊ＪＴＢへの何でも相談（事前集約）
＊梅田探索ショートトリップ（希望時間・行き先を事前集約）

 予定案内コース
　午前中）梅田北西エリア：阪急三番街～グランフロント～
　　　　　ＪＲ大阪駅地下ホーム～空中庭園スカイビル　
　午　後）西梅田エリア：ＪＰタワー大阪（旧大弘ビル跡地開発）
　　　　　サンケイビルブリーゼタワー等

＊手作り作品の展示等、その他アイデア募集！

会場出入り自由です。
コーヒー・紅茶・抹茶等の
飲み物提供あり。
飲食物の持ち込みもＯＫ。
荷物も預かります。
ＢＯＢ会員同伴のご家族・
知人・友人の方もＯＫ。

フリーサロンについて
提
供
予
定
プ
ロ
グ
ラ
ム

２
月
１
日
付
Ｊ
Ｔ
Ｂ
の
人
事
異
動
に
よ
り
、

左
記
の
通
り
支
部
幹
事
を
委
嘱
い
た
し
ま

し
た
。

や
が
て
急
な
登
り
を
迎
え
る
。

　
途
中
宝
池
寺
の
周
り
を
散
策
。
少
し
進
む

と
標
高
５
０
９
ｍ
の
竜
王
山
頂
に
到
着
。
展

望
台
か
ら
の
広
大
な
大
阪
平
野
を
眺
め
な
が

ら
お
弁
当
を
ひ
ろ
げ
る
。
下
り
は
忍
頂
寺
に

立
ち
寄
り
予
定
の
バ
ス
停
ま
で
か
な
り
早
め

の
到
着
と
な
る
。

　
最
後
は
阪
急
茨
木
駅
で
恒
例
の
反
省
会
で

解
散
と
な
る
。

参
加
者
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

木
戸
　 

治
、
湯
川 

達
千
、
堀
　
　 

清
、

山
本 

雅
章
、
高
畑 

直
樹
、
石
田 

玄
三

レディース会 令和るるぶ会「楽しむ！絵手紙」

＊
３
月
29
日
（
金
）
　
11
名

　「
Ｊ
Ｒ
福
知
山
線
廃
線
跡
」

参
加
者
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

今
枝 

秀
夫
、
松
阪 
　
誠
、
高
畑 

直
樹
、

前
田 

雅
裕
、
山
本 
三
徳
、
西
山 

光
久
、

藤
田 

正
孝
夫
妻
、
三
好 
　
睦
、

高
島 

勇
夫
、
田
中 

陸
斗
、
石
田 
玄
三

＊
４
月
19
日
（
金
）
　
６
名

　「
茨
木
竜
王
山
」

　
今
年
の
干
支
に
ち
な
ん
で
茨
木
に
そ
び
え

る
竜
王
山
に
登
り
ま
し
た
。

　
茨
木
駅
か
ら
泉
原
バ
ス
停
ま
で
向
う
。
快

晴
。
昨
日
の
黄
砂
は
減
少
し
、
ま
さ
に
ハ
イ

キ
ン
グ
日
和
。
し
ば
ら
く
は
東
海
自
然
歩
道

を
の
ん
び
り
と
田
舎
の
田
畑
の
中
を
進
む
。

今年３月まで毎月JTBビル３階で開催していました「絵手紙
クラブ」は、令和るるぶ会の中で形を変えて活動を続けます。
３～４カ月毎に開催場所を変えながら開催します。男性もご
参加いただけます。

ハ
イ
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ

5月

第1回

日　　時♥5月28日（火）　10～12時
場　　所♥「神戸婦人大学」　神戸市中央区橘通３－４－１　
　　　　　「ホテル・クラウンパレス神戸」ランチブッフェ
集合時間♥９時４０分　J R神戸駅中央改札口
参 加 費♥３,０００円（ランチ・会場費含む）
申 込 先♥花田 090-1224-5775・島崎 090-8257-5869
　　　　　釆野 090-5968-9874

の
ご
案
内

㈱
Ｊ
Ｔ
Ｂ
人
事
部

　
人
事
担
当
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

　
　
　
　
　
（
関
西
統
括
大
阪
在
）

関
口 

智
明 

殿

◆
新
規
入
会
（
敬
称
略
）

安
川 
淑
子
さ
ん
　
大
阪
府
豊
中
市

　徳
山

　秀
三
さ
ん

　
　享
年
86

令
和
６
年
４
月
15
日
　
　
　
　
　
ご
逝
去

　
謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

 

合
　
掌

訃

　報

甘南備山
かん  な    び  やま


